
検 索美麻 Wiki広報誌にない情報もインターネットで日々更新中！

メンドシーノ訪問団来日

６月２５日に来日された訪問団の皆さんは、

７月５日から６日間美麻に滞在し、大人は４

日間、生徒は５日間ホームステイをしながら

日本の生活習慣や食文化などに親しみ、１１

日に無事成田空港から帰国しました。

５日の歓迎会は、PTAやボランティアの皆

さんなどからご協力いただいた料理でもてな

し、和やかに開催できました。

クラフト交流では、国の補助金「過疎地域

等自立再生緊急対策事業費」の中の、地域の

文化継承事業として、７月６日と８日に桶太

鼓づくりワークショップを行いました。美麻

の工芸家小田時男さんが製作した、キハダ材

を用いた手づくりの桶胴に、６日には訪問団

の皆さんと小学5・6年生、中学１年生を中心

に絵付けを、８日には学校交流事業の一つと

して、源流美麻太鼓の合津会長を講師に、絵

付けをした桶胴に太鼓の皮を組紐で縛る、桶

太鼓作成を体験してもらいました。桶太鼓は、

メンドシーノに寄贈し交流事業に役立ててい

ただきます。学校交流の後、みあさ保育園で

園児との交流会を行いました。

１０日は交流会（さよならパーティー）が

行われ、源流太鼓の演奏や訪問団生徒の歌の

発表などで盛り上がり、有意義な交流ができ

ました。
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７月６日に太鼓の絵付けをしました。グ

ループに分かれて絵を描きました。メンド

シーノの人達は絵がとっても上手でしたが、

中には何を描くかは描いてからじゃないと

わからないという人もいました。さらにびっ

くりしたことはトラビスさんが日本語を話

していたことです。すごいなあと思いまし

た。出来上がった後に太鼓の内側に名前を

書きました。メンドシーノの人達は名前も

サインのように書いていたのですごいなあ

と思いました。（６年 北村祐凪）

ぼくの家にメンドシーノの人が二人来ま

した。一人はビショップ、もう一人はテオ

です。１日目には夜に映画のこととかを話

して、けっこう盛り上がりました。そして

月曜日には学校に来て交流会をしました。

「大切なもの」を歌い、迎えました。それ

からお祭りをしたり、給食を食べたり、バ

スケットボールをしたりしました。バスケ

はとても強くてなかなか勝てませんでした。

最後は「上を向いて歩こう」を歌いました。

最後まで楽しかったです。

（７年 佐井大海）

今回初めてメンドシーノ訪問団に随行さ

せて頂きました。随行って大変なんですね。

観光と言っても、もの凄い距離を歩き回っ

ていて、結構体力勝負なんだなと感じまし

た。ですが、私にとって、何処からともな

く英語が行き交う環境に参加できたことは

大変貴重な経験でした。私の英会話力はま

だまだですが、自分のできる限りの英語で

今まで以上に会話を楽しむことができまし

た。美麻では、地域の人々、特に、子供た

ちとの交流を満面の笑みで楽しんでいる訪

問団の姿を見ていると、こういった交流は

この美麻だからこそできたものなのだなと、

改めて美麻の素晴らしさを感じました。初

めての随行で分からないことだらけでした

が、大変多くの方々に助けて頂き、無事美

麻に着くことができました。本当にありが

とうございました。（前川 智志）



昨年娘が、メンドシーノでお世話になり、

たくさんの素晴らしい思い出を胸にして戻

りましたので、初めてホストファミリーと

して申し込みさせて頂きました。お世話に

なったおうちの方は来られなかったのです

が、すらりとしたソフィーと、可愛らしい

ミッシー、14歳の女の子2人を紹介頂き

ました。

お互い緊張の1日目。歓迎会の後、早速、

異文化温泉体験に！

2日目は、お友達の子犬を見に行ったり、

麻倉のアート交流会をぶらり。いきなりち

びっ子いっぱいの我が家、賑やかで、自然

と打ち解けていきました。

3日目は、交流重視。娘の提案で、プリ

クラを撮り、続いておやつを一緒に作るこ

とに。そしてだるまさんが転んだ！子供達

がはじけた瞬間は…、なんと合鴨のうんち

でした！国境を越えました…。この日の夜

は、大塚さんのお宅で、北村さんのゲスト

とも合流して花火を楽しみました。（メン

ドシーノは、乾燥していて、花火ができな

いのです！）

4日目、夜は、お友達がささらや、盆舞

を体験させてくれ、遅くまでウノを。

5日目は、また遅くまで花火を。最

後の2日間は、朝と夕方からの交流

でしたが、毎日朝夕は田んぼまで出

かけ、合鴨の出し入れをした美麻の

風景が、心に残ってくれたらいいで

す。

特にどこへも行かず、美麻にいま

したので、どうだったかなあ…と心

配になっていましたが、我が家を出

発する日、2人は涙を流してハグし

てくれました。ああ、良かったあ、

心は通じていたんだなあ。あと何日

かあったら…と思う程、最後は別れが惜し

く、交流会の帰りがけ、浴衣姿でそっとずっ

とそばにいる2人がとても愛おしかったで

す。

疲れているかな？出掛けたいかな？興味

があることは？出来ない英語でも、出来な

いなりに、最初からもっともっと積極的に

攻めたら良かったなあ。お天気が良かった

ら行きたかった所があったなあ。犬が生き

ていたらなあ。またすぐに会えたらなあ。

もう1度来てくれたら、こんな事を、あん

な事を…。もっと英語を話したい…。しば

らくの間、ぐるぐると想いが止まりません

でした。

2人と出会え、過ごせた日々は、私たち

家族にとって貴重な経験であり、素晴らし

かったです。ファミリーになれました。あ

りがとうございました。

関係者、PTA、ホストのみなさま、ご

苦労様でした。関わって、引き継いで、繋

がって行く、こんな国際交流文化が美麻に

あることに、感謝致します。これからも、

地域と学校、保護者との連携を図り、素晴

らしい交流が続きますように。

（ホストファミリー 鈴木 幸）
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総合的な学習で
今取り組んでいること

９年 稲垣啓佑

僕たち美麻中学校９年生はジビエを通して、

生きている状態から料理されるまでを実際

に解体からやってみました。普段は解体さ

れて部位ごとに分けてある肉の状態でしか

見たことがありませんでしたが実際に生き

物の状態からやってみて食材や調理を作っ

てくださる人に感謝をしなければいけない

ということが本当によく分かりました。す

ごく良い経験になりました。

～「ゆるキャラ」を作ろうとしたわけ～

「ゆるキャラ」で美麻を全国の人々に知っ

てもらいたい。

美麻には伝統文化、景色、食べ物、人情な

どすばらしいものがたくさんあります。そ

んな素敵なものを全国に発信するには、美

麻を代表する「ゆるキャラ」を作って全国

の人から注目してもらえば良いと考えまし

た。この「ゆるキャラ」を見れば、美麻を

思いおこし、美麻といえばこの「ゆるキャ

ラ」を思いおこす、そんな「ゆるキャラ」

にしたいのです。

私たちのデザインした「ゆるキャラ」が着

ぐるみになれば、多くのイベントにこの

「ゆるキャラ」が登場して場を盛り上げた

り、多くの人々と楽しい交流ができると思

います。

美麻地区の方々や県外の人たちにアンケー

トをとりました。このアンケート結果や自

分たちの考えをもとにベスト４を決定致し

ました。これらを現在、大きな模型に制作

中です。この模型を文化祭などで実際に見

ていただき、美麻の「ゆるキャラ」にふさ

わしい１体を選出してもらいたいと考えて

います。

ゆるキャラ決定のスケジュール
８ 月 中 旬 ゆ る キ ャラ 選 挙 結 果 を

参 考 に 、ベ ス ト4を 選 出

８ 月 下 旬 ～ ベ ス ト4の 模 型 を 制 作

高 さ 30セ ン チ 程 度

画 用 紙 、新 聞 紙 、

フ ェル トな ど使 って 制 作

１ ０ 月 梨 の 木 祭 に て 展 示

体 育 館 に 展 示 し、文 化

祭 に 来 た 人 た ちに 、実

際 に ゆ る キ ャラ に し て

欲 し い キ ャラ ク タ ー に 投

票 して も ら う

１ ０ 月 中 旬 実 現 可 能 か 検 討

３ 月 完 成 で き れ ば 、披 露



美麻小中学校では小中一貫教育の具体的な

取り組みとして、「生活科・総合的な学習

の時間」の学習活動を主に「関係をつくる

力」を高め、『人間形成』を目的とした９

年間を見越した特別な教科「美麻市民科

（みあさいちみんか）」に取り組んでおり

ます。この学習を通して「ふるさとを愛す

る心を育て、ふるさとの良さを発信できる

人材」の育成を目指しています。この学習

の第２回目として、茨城新聞編集局次長

「川上俊也氏」から今回お話を聞くことが

できることになりました

○日時 平成２５年 ９月２４日（火） ○受付 １３：４５～
○時間 １４：００～１５：００ ○場所 美麻小中学校 ランチルーム

よっとくれフェアに参加して
ゆるキャラアンケートを大勢の人からも

らおうと思って、8月18日（日）に美麻

市と「よっとくれフェアー」に参加しまし

た。その結果、県外の人などたくさんの方

からアンケートをもらうことができました。

それと「輪投げ」コーナーのお手伝いも

しました。多くの人とおしゃべりなどもで

き、地域の人とも交流ができて良かったで

す。今回、美麻市に参加してとても良かっ

たし、すごく楽しかったです。これからも

地域の方々にお世話になるので、これから

も参加していきたいと思います。

９年 鷲澤 開

先日のよっとくれフェアはお盆休みも終わ

りということで、一日を通してお客さんは

少なかったですが、道の駅の活性化事業と

して地域の人が多く参加して頂けるのが一

番だなと思います。

子ども達が魚のつかみ取りをしている姿

が微笑ましかったです。 今年は中学生が

お手伝いに来て頑張っている姿も印象的で

した。

スタッフの皆さんも毎週ある行事、イベ

ントでお疲れのところを本当にありがとう

ございました！

事業部会長 大塚一男

～美麻小中市民科 川上俊也氏 講演会のお知らせ～
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8月4日大町やまびこ祭りに今年も大勢

の皆様に参加を頂ました。

95名からの美麻おどり連ができ暑い夏も

何のそのと元気に踊りました。

また、足湯のサービスとジビエの試食宣伝、

美麻源流太鼓の演奏も有りました。

「イヤー最後まで踊りきったぜ！

でも気持ち良い汗がかけて、途中で

飲んだビールがおいしかった事！又

参加したいです」の声は初参加の60

歳代の男性。

地域づくり会議会長 宮沢 雄一

恒例の間伐材温泉枝木（エコ）の湯も大好評。

大勢に楽しんでいただきました。

7月30日に小谷村おらが里で大北地区

みどりの少年団交流集会があり、私たち

美麻小の４・５年生も参加しました。

最初にやったのは、｢私は誰でしょう｣

というゲームです。まず、自分のせなか

にシールをはってもらい、そのヒントを

人に聞いて自分のシールをあてるゲーム

です。

私はチョッパーの柄でした。

その後お昼を食べていよいよ体験をし

ました。

私たちは、鑑賞炭作り、森林の機能に

ついて、窯入れ・窯出しの順番でした。

鑑賞炭作りは、いろんな松ぼっくりや

花とかを缶に入れて火で焼くだけです。

きれいに出来ました。全部の活動が終わっ

たら閉会式をしました。

楽しかったし、いろんなことを学べた

一日でした。

森林の機能については、お話を聞いた

後ペットボトルを使って水をきれいにす

る実験をしました。

窯入れ・窯出しは、まず窯出しをしま

した。炭は重かったです。

最後に窯入れをやりました。長い木を

窯に入れました。

美麻小学校 4年 安松三礼



７月６日に集団リレーに出ました。最初や

る気がなかったけど練習していくうちに段々

やる気が出てきました。学校や家での練習

で少しずつ速くなり、最初の頃より２秒も

縮まりすごくうれしかったです。目標タイ

ムを３分２１秒に設定しました。

当日、オールウエザーの練習はすごく走り

やすかったです。ついに本番すごく緊張し

ました。一走の雄大君が抜き、二走の良唯

君がインコースをとって、みんなインをキー

プし、ぼくが３分１９秒で電光掲示板をと

めました。気持ちよかったです。来年も優

勝したいです。迎えにきていただいた保護

者の方々の前で発表しました。

５年 村越隆也

第 ３ ５ 回 ス ポ ー ツ 天 国
ス ポ ー ツ 天 国 は ス ポ ー ツ 基 本 法 の

基 本 理 念 に 則 り 、障 が い の あ る 方 々

を は じ め 幅 広 く 、多 年 齢 層 の 多 く の

人 々 が 楽 し く参 加 し 、感 動 、交 流 、喜

び を 分 か ち 合 う ス ポ ー ツ イ ベ ン トで、

今 年 は ７ 月 ６ 日 （土 ）に 開 催 さ れ ま し

た 。

種 目 は １ ２０ ０ mリ レ ー で 県 下 ８チー

ム が 参 加 、見 事 優 勝 を 納 め ま し た 。

6月29日（土）、晴天の中、保護者会による

園周辺の草刈り、園庭の草取り、プールのビ

ニールハウス作りが行われました。

標高の高いみあさ保育園のプールは、ビニー

ルハウスがなくてはならないもの。この設営

は、熟練の技を持つ年長さん保護者から、年

少さんと未満児さんの保護者へ方法を引き継

ぐという重要な行事です。（只今、年中さん

はいません）和やかに、手際良く作業は進み、

立派に完成しました！

続いて、周辺の草刈り。お仕事の都合で、

早朝に一足早く出向き、進めておいて下さっ

たお父さんも！予定通りにどんどん作業は進

み、スッカリすっきりしました。

休憩にはおやきを頂き、さて、園児のお楽

しみ！出来上がったばかりのプールに水を張

り、水着に着替えて、初のプール遊びです！

学校より、ベルマーク運動で贈って頂いた水

鉄砲で、プールに吊るした風船や、お母さん

達を的にして、大盛り上がりです。ひとしき

り遊んだ後は、ぽん菓子の爆発！おやつを食

べて、帰りました。

またまた、休日のところ、先生方、保護者

のみなさま、ありがとうございました！おか

げさまで只今園児たちは、短い夏でも、思い

切りプールで遊んでいますね！！
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順 位 氏 名 所 属 タイム

１ 志野 安樹 同志社大学 ４：２５’５６”

２ 福島 晋一 NIPPO-DE ROSA ４：２８’３３”

３ 高木 三千成 立教大学 ４：３４’３４”

順 位 氏 名 所 属 タイム

１ 田中 聡一郎 慶應義塾大学 １：３３’０３”

２ 武田 直樹 東京工業大学 １：３３’１０”

３ 林 遼 東京大学 １：３３’１１”

順 位 氏 名 所 属 タイム

１ 横山 航太 篠ノ井高校 ４：２５’５６”

２ 小山 貴大 前橋育英高校 ４：２８’３３”

大町美麻では７回目の大会になりました
が盛会の大会になったのではないでしょ

うか。
参加選手１５０余名 朝から太陽の照

りつける高気温の中、激戦が繰り拡げら

れました。クラス１＋２では完走選手７
名と過酷な大会だったと思います。

優勝した選手、入賞した選手の皆さん
おめでとうございます。
定着してまいりましたロードレース大

会ですが、裏方で支えていただいた立
哨警備の方々、協力いただいた大町建
設事務所、大町警察署、北アルプス広

域大町消防署、北安曇地方事務所の方々、
それから後援の団体の方々、協賛金、
協賛品をいただきました皆様本当に

有難うございました。

言葉足らずですが、お礼の

言葉とさせていただきます。
来年度も宜しくお願いいた
します。

実行委員長 合津富吉

今年も数多くのボランティアに支えられて大会を開催す

ることができました。ご協力ありがとうございました。


